
令和２年３月取材 

 

【Ｄさんに聞きました】 
・介護老人ホームで働いていましたが、体調を崩し、
４年間自宅療養しました。その後、障がい者就業・
生活支援センターを利用し、実習を経て採用され
ました。 

・まだ２ヶ月です。半日勤務でも最初の１ヶ月は環
境の変化に慣れるまで疲れました。仕事は急かさ

れることもなく、メモもしっかり取れるように配
慮していだたき助かっています。 

・職場の雰囲気もオープンで働き易いと感じていま
す。ここで長く働きたいと思っています。 

    

【障がいのある方が従事している仕事】 
集配・納品・回収、タオル仕上げの補助など 

障がいのある方の雇用に取組む 

「京都はあとふる企業」です

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用のきっかけ】 
 20数年前にハローワークの紹介で、初めて身体障
がいのある方を雇用しました。この方は、仕事の理解
も判断できる方で、昨年８月の定年退職まで勤められ
ました。 
この方の採用に続けて障がいのある方を採用し、現

在は勤続５年の身体障がいのある方とまだ日の浅い
精神障がいのある方が働いています。 
 【工夫していること】 

・それぞれの障がいの特性にあった設備や

機械のある工程を選んでいます。機械等
の扱いが簡単になってきており、以前の
ような手作業で足腰に負担のかかる作

業は無くなってきています。 
・精神障がいのある方は、働き始めたばか
りなので、半日勤務から徐々に時間を伸
ばす予定です。また、しっかりメモを取
り覚えてもらうようにしています。 

・突然、身体の変調を訴えられることがあ
るので、職場で従業員に特性の十分な理
解を促しています。 

 


